
学校法人慈恵大学 ソーシャルメディア利用ガイドライン 
制定 平成２９年１１月 １日 
改定 令和 ７年 ４月 １日  

 
（目 的） 
本ガイドラインは、学校法人慈恵大学（以下「大学」という）の学生・教職員など本学構成
員がソーシャルメディアを安全かつ適正に利用し、正しい情報を発信するために必要な事
項を定める。 
 
（定 義） 
ソーシャルメディアとは、インターネット上で利用者が情報を発信・共有することで形成さ
れるサービスの総称のことをいう。 
 
（遵守事項） 
ソーシャルメディアを利用するにあたり、以下のことを遵守すること。 
１）関連する法令及び学内規程を遵守すること。 
２）基本的人権、肖像権、プライバシー権、著作権、商標権等知的財産権を侵害しないこと。
また、肖像画像などでは、著作権に加えて人格権にも配慮すること。 

３）本学の一員として正確な情報を発信すること。 発信する前に、その情報の真偽を検証
し、内容に虚偽がないことを確かめること。引用や転載を行う場合には、情報の信頼性を
確認すること。 

４）発信内容に対する責任は、発信者が負うこと。情報発信には大学の運営やイメージに影
響を及ぼすことがあるために、本学の構成員であることを自覚すること。 

５）誤った情報を発信した場合、直ちにそのことを認め、早急に訂正すること。また、 一
度公開された情報は、第三者により保存・アーカイブ化される可能性があり、完全な削除
は困難であることを認識すること。 

６）本学に関する情報を発信する場合は、個人的な見解であり、本学からの正式な見解では
ないことを明示すること。 

７）次のような情報は発言してはならない。 
（１）誹謗中傷、名誉棄損、嫌がらせ、脅迫に該当する内容 
（２）他人のプライバシーに関する内容 
（３）公序良俗に反する内容 
（４）人種、民族、言語、政治、宗教、身体、病気、性、思想、信条に関する差別的な内容 
（５）公共性、公益性を損なう内容を含む情報  
（６）他者が嫌悪感を抱く表現、有害・暴力的な情報  
（７）倫理に反する情報、違法行為を助長する情報  



（８）他者、あるいは AI 等により投稿された不正確な情報  
（９）その他、教育・研究目的を逸脱した商業的行為を目的とする情報 
８）ソーシャルメディア利用時は、コンピュータウイルスや不正アクセスに注意すること。

OSやセキュリティソフトを常に最新状態に保つこと。 
 
（個人情報及び機密情報の取り扱い） 
学校法人慈恵大学個人情報保護に関する規程を遵守し、教育及び職務上知り得た守秘義務
のある情報（患者情報、研究上の秘密等）や機密性の高い情報は絶対に発信してはならない。
これは「公益通報者保護法」に基づく情報発信を排除するものではない。 
個人情報については、適切な管理を行い、外部への流出防止だけでなく、情報の紛失、破壊、
改ざんの危険や外部からの不正なアクセス等の危険に対して、適切かつ合理的なレベルの
安全対策を実施し、個人情報の保護に努めること。 
 
（免 責） 
本学に所属する一員がソーシャルメディアを利用する際に発生した紛争や不適切な行為に
ついて、本学は利用者に対して責任を求める場合がある。 
 
（違反行為に対する措置） 
１）本ガイドラインに違反する行為があった場合、「東京慈恵会医科大学学則」「東京慈恵会
医科大学大学院学則」「看護専門学校学則」「学校法人慈恵大学就業規則」により懲戒する
場合がある。学生の場合は、管轄の教学責任組織がその判断を行う。 

２）本学はその品位を守り、社会的責任を果たすため、所属する構成員のソーシャルメディ
ア活動を必要に応じて調査することがある。 

  
附 則 
このソーシャルメディア利用ガイドラインは、令和 7 年 4 月 1日から施行する。 


